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「発達障害者地域支援推進事業」をご存じでしょ
うか。平成 30 年度からスタートした事業です。不
束者の私が担当しておりますが、改めてこの事業
の紹介をさせていただきます。キーワードになる
のは「困難事例」です。どんなに一生懸命頑張っ
ていても困難な事態に陥ってしまうことはありま
す。その困難事例に向き合っている支援者の方々
を応援するためにあるのがこの事業だと思ってく
ださい。主な応援メニューは、①訪問していっしょ
に考える（協働）②好事例を集める（収集）③支
援ノウハウを高めるための研修を地域で実施する

（実地研修）④国研修等で示されている情報を学
ぶための研修を地域で実施する（ブロック研修）、
の 4 つです。訪問に関しては、各地の発達障害者
支援センターや発達障害者地域支援マネジャーも
かかわっている事例という条件があったり、研修
への参加に関しては、都道府県や政令市の主管部
局ないしは発達障害者支援センター管理者の推薦
という条件があったりしますが、みなさんにとっ
て多少なりともお役に立てる応援メニューかなと
思っています。

①訪問していっしょに考える（協働）
ふだんのチームメンバーではない人間が訪問し

ていっしょに考えることで、いつもと異なる視点
がヒントになることもあるかもしれませんし、チー
ムメンバーをねぎらう役を担うこともできるかも
しれません。何をもって困難事例とするのか、そ
の考え方はいろいろあると思うのですが、支援に
かかわっている人たちが困難だと感じていること
をとにかく拾い上げていこうと考えていますので、

「使ってみるか」くらいの気持ちで活用していただ
けたらと思います。

②好事例を集める（収集）
みなさんが各地の発達障害者支援センターや発

達障害者地域支援マネジャーに「ここの事業所い

いぞ」と PUSH していただくことはできると思い
ますし、何より推薦された事業所やスタッフのモ
チベーションが上がるでしょう。そのための応援
メニューでもあると思っています。

③支援ノウハウを高めるための研修を地域で実
施する（実地研修）

困難事例に関する調査を 4 月末から 6 月にかけ
て実施しましたが、1 位：家庭内暴力・2 位：ひき
こもり・3 位：強度行動障害という結果が出ました。
それを踏まえ、今年度は、家庭内暴力やひきこもり、
加えて触法障害者に関する実地研修を企画実施し
ました。来年度、強度行動障害についての研修で
は全自者協 SV 研修とタイアップしていけたらと
考えていますし、みなさんもぜひ発達障害者地域
支援推進事業で企画する実地研修にお越しくださ
い。いっしょに学びましょう。

④国研修等で示されている情報を学ぶための研
修を地域で実施する（ブロック研修）

今年度は発達障害者支援センターブロック研修
会の場を活用させていただきながら実施してきまし
た。来年度からは少しずつ参加対象を広げていきな
がら、地域のリーダーとしての活躍が期待される人
材の育成に寄与していけたらと思っています。

私は、全自者協に所属していた人間ですし、み
なさんの日々の苦労と努力、そして支援への熱い
思いを知っているつもりです。同じ思いを持つ仲
間だと思っています。私が応援できることは頑張
りますので、どうぞ気軽にお声掛けください。さ
て、私、「下町ロケット」が大好きで（できるなら、
ドラマの舞台である佃製作所の職員役として出た
い）、ドラマの中で出てくる「佃品質（ロケット品
質）・佃プライド」というスローガンがこれまた大
好きです。「全自者協品質・全自者協プライド」を
抱きながら、お互いに頑張りましょう。
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と
い
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

問
題
は
、
こ
の
方
向
を
向
い
て
、
具
体

的
に
展
開
さ
れ
る
内
容
で
あ
り
、
取
り
組

み
で
す
。

「
誰
も
が
支
え
合
う
地
域
の
構
築
に
向

け
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
」
と
し
て
、

2
0
1
6
年
（
平
成
28
年
）
以
降
展
開

さ
れ
て
き
た
変
革
は
、
目
に
見
え
な
い
特

別
な
ニ
ー
ズ
の
あ
る
自
閉
症
の
方
た
ち
に

と
っ
て
ど
う
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
る
の

か
、
自
己
決
定
や
身
体
的
な
健
康
管
理
の

困
難
さ
、
二
次
障
害
や
、
強
度
行
動
障
害

を
示
す
方
た
ち
へ
の
支
援
な
ど
、
今
後
、

改
革
が
展
開
さ
れ
て
い
く
中
で
彼
ら
に

と
っ
て
何
が
必
要
な
の
か
を
現
場
目
線
で

と
ら
え
、
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
今
後
必

要
な
自
閉
症
支
援
の
在
り
方
や
制
度
に
つ

い
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。】
が

大
会
趣
旨
で
し
た
。

こ
の
大
会
趣
旨
に
沿
っ
て
初
日
は
、
午

後
か
ら
開
会
式

を
行
い
、
そ
の

後
、
全
日
本
自

閉
症
支
援
者
協

会
松
上
利
男
会

長
の
基
調
講
演

が
あ
り
、
全
自

者
協
の
今
後
の

役
割
に
つ
い
て

具
体
的
な
ご
提

平
成
30
年
10
月
22
日
（
月
）
23
日
（
火
）

の
2
日
間
に
わ
た
り
三
重
県
津
市
の
ア
ス

ト
津
に
お
い
て
第
32
回　

全
日
本
自
閉
症

支
援
者
協
会
研
究
大
会
三
重
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら
約
270
名
の
参
加

が
あ
り
、
２
日
間
熱
心
に
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。『
我
が
事
・
丸
ご
と
の
地
域

づ
く
り
と
自
閉
症
支
援
』
を
テ
ー
マ
と
し
、

【
公
的
支
援
の
あ
り
方
を
「
縦
割
り
」
か
ら

「
丸
ご
と
」
へ
と
転
換
す
る
改
革
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

“

地
域
は
、
生
活
に
身
近
で
あ
る
か
ら
、

住
民
同
士
が
、
日
々
の
変
化
に
気
づ
き
、

寄
り
添
い
な
が
ら
支
え
合
う
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
地
域
に
暮
ら
す
他
者
が
抱
え

る
生
活
上
の
課
題
は
、
現
在
又
は
将
来
の

自
分
や
家
族
の
課
題
と
な
り
、
暮
ら
し
や

す
い
地
域
を
つ
く
る
こ
と
は
自
分
の
利
益

に
な
る
。
こ
の
こ
と
が
、『
我
が
事
』
と
し

て
地
域
づ
く
り
に
参
加
す
る
き
っ
か
け
と

な
る
。”

と
い
う
こ
の
改
革
の
大
枠
は
、
私

た
ち
の
目
指
す
方
向
性
と
軌
を
一
に
す
る

第
32
回　

全
日
本
自
閉
症
支
援
者
協
会
研
究
大
会

三
重
大
会 

報
告

社
会
福
祉
法
人
お
お
す
ぎ　

障
害
者
支
援
施
設
れ
ん
げ
の
里

施
設
長　

 

前　

納　

欣　

人

示
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

行
政
説
明
で

は
、
厚
生
労
働
省

社
会
・
援
護
局
障

害
保
健
福
祉
部
障

害
福
祉
課
障
害

児
・
発
達
障
害
者

支
援
室
の
加
藤
永

歳
専
門
官
か
ら
平

成
30
年
度
厚
生
労
働
省
発
達
障
害
者
支
援

施
策
に
つ
い
て
、
現
状
と
今
後
に
向
け
て

ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

記
念
講
演
で
は
、
大
正
大
学
心
理
社
会

学
部
臨
床
心
理
学
科
内
山
登
紀
夫
先
生

に
、「
自
閉
症
の
人
の
支
援
」
を
演
題
に
、

中
年
期
か
ら
老
年
期
を
中
心
に
成
人
期
の

認
知
特
性
や
実
際
的
な
支
援
の
原
則
に
つ

い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
会
二
日
目
の
午
前
中
は
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
あ
さ
け
学
園
の

近
藤
施
設
長
の
司
会
に
よ
り
、
今
大
会
の

テ
ー
マ
に
基
づ
い
て
、
施
設
の
立
場
か
ら

は
札
幌
市
自
閉
症
者
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

ゆ
い
の
佐
藤
貴
志
氏
、
相
談
の
立
場
か
ら

は
地
域
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー
き
ざ
は
し
の

藤
平
俊
幸
氏
、
家

族
の
立
場
か
ら
三

重
県
自
閉
症
協
会

の
瀧
本
惠
子
氏
よ

り
、
話
題
提
供
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

指
定
討
論
で
は
日

本
自
閉
症
協
会
の

市
川
宏
伸
会
長
、

厚
生
労
働
省
加
藤

永
歳
専
門
官
よ

り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
提
言
が
あ
り
、

大
会
の
テ
ー
マ

に
つ
い
て
議
論

を
深
め
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は

４
つ
の
分
科
会

ご
と
に
掲
げ
た

テ
ー
マ
に
沿
っ

て
、
実
践
発
表

を
も
と
に
熱
心
に
協
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
分
科
会
「
自
閉
症
者
の
地
域
社
会

で
の
暮
ら
し
と
そ
の
支
援
」

第
二
分
科
会
「
自
閉
症
者
へ
の
意
思
決

定
支
援
の
工
夫
に
つ
い
て
」

第
三
分
科
会
「
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症

の
二
次
障
害
へ
の
理
解
と
対
応
」

第
四
分
科
会
「
身
体
的
な
変
容
が
生
じ

た
自
閉
症
者
の
ニ
ー
ズ
を
考
え
る
」

本
大
会
の
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
『
我
が
事
・

丸
ご
と
の
地
域
づ
く
り
と
自
閉
症
支
援
』

に
つ
い
て
、
今
後
、
更
に
改
革
が
展
開
さ

れ
て
い
く
中
で
協
会
と
し
て
、
支
援
者
と

し
て
何
が
必
要
な
の
か
を
参
加
者
全
員
で

意
識
を
深
め
る
事
が
出
来
た
研
究
大
会
に

な
り
ま
し
た
。
ご
後

援
い
た
だ
き
ま
し
た

多
く
の
団
体
・
関
係

者
の
皆
様
方
に
改
め

ま
し
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

来
年
度
の
大
会
は

埼
玉
県
に
て
開
催
さ

れ
る
予
定
で
す
。
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１　

は
じ
め
に

法
人
に
は
「
支
援
員
に
よ
る
医
療
的
ケ

ア
」
が
で
き
る
体
制
が
な
か
っ
た
こ
と
で
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の
生
活
が
一
時
途
絶

え
て
し
ま
っ
た
方
が
い
ま
す
。
そ
の
方
の

支
援
を
契
機
と
し
た
支
援
員
に
よ
る
医
療

的
ケ
ア
の
体
制
整
備
と
そ
の
連
携
を
報
告

し
ま
す
。

２　

契
機

平
成
×
年
、
当
法
人
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

利
用
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
悪
化
し
、

重
特
な
肺
炎
を
併
発
し
入
院
し
ま
し
た
。

気
管
切
開
後
、
人
工
呼
吸
器
を
装
着
す
る

こ
と
で
一
命
を
取
り
留
め
ま
し
た
。
回
復

後
、
呼
吸
器
は
外
れ
る
も
、
食
物
・
飲
料

の
経
口
摂
取
が
で
き
ず
胃
瘻
を
増
設
。
退

院
後
も
経
口
摂
取
が
で
き
ず
、
胃
瘻
か
ら

栄
養
注
入
が
必
要
で
し
た
。
ご
両
親
は
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の
以
前
と
変
わ
り
な
い

生
活
を
希
望
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
時
点

で
は
、
医
療
的
ケ
ア
を
伴
う
ご
利
用
者
の

受
入
れ
体
制
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

受
入
れ
に
際
し
て
は
、
看
護
師
不
在
の

夜
間
の
医
療
的
ケ
ア
体
制
が
課
題
と
な
り

ま
し
た
。
管
理
者
は
、
夜
勤
の
看
護
師
配

置
よ
り
は
、
支
援
員
に
よ
る
医
療
的
ケ
ア

の
方
が
現
実
的
だ
と
考
え
ま
し
た
。
リ
ス

ク
管
理
の
他
、
勤
務
体
制
、
職
員
感
情
に

つ
い
て
の
精
査
が
必
要
で
し
た
。
そ
こ

で
、
管
理
者
は
支
援
員
と
看
護
師
に
、
支

援
員
に
よ
る
医
療
的
ケ
ア
実
施
を
打
診
し

ま
し
た
。
支
援
員
の
多
く
か
ら
は
、「
医
療

ケ
ア
＝
看
護
師
が
や
る
こ
と
な
の
で
は
な

い
か
？
」「
危
険
な
こ
と
が
起
こ
ら
な
い

か
？
」
等
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
一
方
、

看
護
師
か
ら
は
「
夜
の
ケ
ア
が
必
要
に
な

る
が
、
私
は
で
き
な
い
。
指
導
す
る
に
し

て
も
、
日
中
は
通
常
業
務
だ
け
で
も
大
変

な
の
に
…
」
と
い
う
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

３　

�

法
人
全
体
と
し
て
〜
医
療
的
ケ
ア
体

制
整
備
の
過
程

こ
の
課
題
は
法
人
全
体
の
医
療
課
題
を

検
討
す
る
医
療
連
携
推
進
室
で
も
話
し
合

い
ま
し
た
。
医
療
的
ケ
ア
は
、
行
為
自
体

は
簡
易
な
も
の
の
、
体
へ
の
侵
襲
性
が
高

い
こ
と
も
あ
る
の
で
、
慎
重
に
安
全
な
実

施
体
制
を
検
討
し
ま
し
た
。

１
）
リ
ス
ク
管
理

医
療
的
ケ
ア
を
行
っ
て
い
る
３
法
人
に

見
学
に
行
き
ま
し
た
が
、
三
者
三
様
で
し

た
。①�

特
に
ル
ー
ル
が
あ
る
わ
け
で
は
な

く
、
支
援
員
が
必
要
だ
か
ら
し
て
い

る
と
い
う
施
設

支
援
員
に
よ
る
喀
痰
吸
引
等
、

　
　
　

医
療
的
ケ
ア
が
必
要
に
な
っ
た
事
例

連
携
：
新
た
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に

社
会
福
祉
法
人
北
摂
杉
の
子
会　

医
療
連
携
推
進
室　

小　

林　

哲　

理

②�

看
護
師
が
医
療
的
ケ
ア
を
主
導
し
て

い
る
施
設

③�

施
設
内
に
は
診
療
所
も
あ
り
専
門
職

が
き
っ
ぱ
り
と
役
割
分
担
し
て
い
る

施
設

で
し
た
。
私
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
を
参
照

し
、
適
正
な
ル
ー
ル
の
も
と
、
支
援
員
が

主
体
的
に
安
心
し
て
医
療
的
ケ
ア
を
行
え

る
体
制
を
作
り
た
い
と
考
え
、
ケ
ア
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
ま
し
た
。

２
）
人
材
育
成

喀
痰
吸
引
等
研
修
を
ま
ず
は
管
理
職
が

受
講
し
ま
し
た
。
そ
の
後「
管
理
職
が
や
っ

て
み
て
大
丈
夫
そ
う
」、「
ご
本
人
の
表
情

も
良
好
」
等
の
事
か
ら
、
現
場
支
援
員
も

受
講
。
受
講
後
、
現
場
で
看
護
師
が
指
導

し
ま
し
た
。
支
援
員
か
ら
は
「
厳
し
い
」

と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、
厳
し
く
正
確

な
指
導
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
事
故
な
く

ケ
ア
が
で
き
ま
し
た
。

３
）
法
人
内
コ
ン
セ
ン
サ
ス

医
療
職
に
よ
る
法
人
全
体
研
修
を
企
画

し
ま
し
た
。
医
療
職
か
ら
は
、
医
療
の
理

解
促
進
機
会
に
な
る
と
い
う
意
見
が
あ
る

反
面
、
準
備
に
対
す
る
負
担
の
訴
え
も
あ

り
ま
し
た
。
な
ん
と
か
実
施
で
き
ま
し
た

が
、
某
支
援
員
か
ら
「
医
療
や
健
康
管
理

の
こ
と
は
家
庭
の
問
題
で
、
法
人
が
行
う

こ
と
で
は
な
い
」
と
い
う
意
見
が
出
ま
し

た
。
医
療
職
は
、
自
身
の
仕
事
が
否
定
さ

れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
感
じ
、
マ
イ
ナ
ス

体
験
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
全
体
と

し
て
は
医
療
的
ケ
ア
に
つ
い
て
支
援
員
に

理
解
が
得
ら
れ
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

４
）
心
理
的
ケ
ア

関
係
者
が
全
員
参
加
す
る
ケ
ー
ス
会
議

を
通
じ
て
、
親
御
さ
ん
と
も
情
報
共
有
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
胃
瘻
か
ら
の
栄
養
・
水

分
の
適
切
な
注
入
量
や
回
数
に
つ
い
て
、

医
療
職
と
支
援
員
、
日
中
支
援
と
夜
間
支

援
で
、
意
見
の
相
違
や
葛
藤
が
あ
り
ま
し

た
。
多
く
の
量
を
注
入
す
れ
ば
体
重
を
保

つ
こ
と
は
可
能
で
す
が
、
経
口
摂
取
し
な

い
状
態
の
追
認
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
皆
で
の
迷
い
や
試
行
錯
誤
が
あ
り
、
専

門
性
を
超
え
て
一
緒
に
行
っ
て
い
る
感
が

熟
成
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

４　

医
療
的
ケ
ア
を
実
施
し
て

毎
日
実
施
す
る
こ
と
で
利
用
者
と
の
関

係
が
深
ま
り
ま
し
た
。
ケ
ア
の
実
施
は
主

に
支
援
員
、
ペ
グ
の
管
理
は
看
護
師
、
と

い
う
役
割
分
担
が
で
き
ま
し
た
。
試
行
錯

誤
の
結
果
、
経
口
摂
取
が
可
能
と
な
り
胃

瘻
が
外
れ
、
そ
れ
が
双
方
の
大
き
な
自
信

に
な
り
ま
し
た
。

実
施
し
た
支
援
員
と
看
護
師
か
ら
は
、

以
下
の
よ
う
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

・�

ご
本
人
が
望
む
生
活
を
と
こ
と
ん
考
え

た
。
難
し
い
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
達

成
感
が
あ
る
。

・�

支
援
員
の
不
安
感
は
他
の
支
援
員
や
看

護
師
の
フ
ォ
ロ
ー
を
受
け
る
こ
と
で
回

数
を
重
ね
る
ご
と
に
軽
減
し
、
や
が
て

自
信
に
な
っ
た
。

・�

私
た
ち
が
支
援
員
に
よ
る
医
療
的
ケ
ア

の
仕
組
み
を
創
っ
た
と
い
う
誇
り
が
持
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て
た
。

・�（
看
護
師
と
し
て
）
自
分
の
役
割
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
と
考
え
て
い
た
が
、
支

援
員
へ
の
指
導
を
通
し
て
、
反
っ
て
看

護
師
と
し
て
の
存
在
意
義
を
感
じ
た
。

５　

お
わ
り
に

連
携
は
、「
連
絡
を
密
に
取
り
合
っ
て
、

一
つ
の
目
的
の
た
め
に
一
緒
に
物
事
を
行

う
こ
と
」
で
す
。
様
々
な
葛
藤
が
あ
っ
た

も
の
の
、『
本
人
ら
し
い
人
生
を
支
え
る
た

め
』
と
い
う
一
つ
の
目
的
の
た
め
に
、
一

緒
に
な
っ
て
取
り
組
む
過
程
が
連
携
を
生

み
出
し
ま
し
た
。
医
療
と
い
う
専
門
性
が

あ
る
領
域
に
つ
い
て
は
お
互
い
が
一
線
を

引
い
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
一
つ
の
目

的
の
た
め
に
、
一
緒
に
行
う
こ
と
が
連
携

の
ス
タ
ー
ト
で
あ
り
、
そ
の
過
程
で
の
葛

藤
が
連
携
を
深
め
、
組
織
を
強
く
し
て
い

く
も
の
と
考
え
ま
す
。

h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h

〈
日
　
時
〉�

平

成
31
年
２
月
１
日
（
金
）

10

：

00
〜
11

：

30

〈
場
　
所
〉
厚
生
労
働
省

〈
参
加
者
〉

　�

厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
　
障
害
保

健
福
祉
部

　
企
画
課
長
　
内
山
博
之

　
障
害
福
祉
課
長
　
源
河
真
規
子

　�

虐
待
防
止
・
障
害
福
祉
専
門
官
　
片
桐

公
彦
、
発
達
障
害
施
策
調
整
官
　
田
中

尚
樹

　
発
達
障
害
対
策
専
門
官
　
加
藤
永
歳

　�

福
祉
サ
ー
ビ
ス
係
長
　
原
雄
亮
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
係
　
北
沢
真
理
子

全
日
本
自
閉
症
支
援
者
協
会

会
　
　
長
　
松
上
利
男
（
北
摂
杉
の
子
会
）

副

会

長
　�

石
井
啓
（
嬉
泉
）、
小
林
信
篤

（
横
浜
や
ま
び
こ
の
里
）

常
任
理
事
　�

近
藤
裕
彦
（
檜
の
里
）、
中
野

伊
知
郎
（
侑
愛
会
）、
五
十
嵐 

猛
（
萌
葱
の
郷
）

理
　
　
事
　�

小
林
勉
（
菜
の
花
会
）、
松
本

正
（
ひ
ら
き
の
里
）、
佐
藤
貴

志
（
は
る
に
れ
の
里
）

幹
　
　
事
　�

永
井
岳
治
（
川
崎
市
社
会
福

祉
事
業
団
）

事

務

局
　�

佐
々
木
寛
昭 

（
北
摂
杉
の
子
会
）、 

木
村
昭
一 

（
は
る
に
れ
の
里
）

平
成
30
年
度　

厚
生
労
働
省
と
の
懇
談
会
報
告

①�

発
達
障
害
支
援
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
養

成
研
修
に
つ
い
て

�

　
発
達
障
害
支
援
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

の
運
営
に
つ
い
て
厚
生
労
働
省
と
の
協

働
化
に
向
け
た
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

厚
生
労
働
省
側
か
ら
は
、
強
度
行
動
障

害
支
援
者
養
成
研
修
な
ど
と
の
関
連
を

整
理
す
る
た
め
に
も
調
査
研
究
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

②
地
域
移
行
に
つ
い
て

�

　
自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る
発
達
障
害

者
の
地
域
移
行
を
す
す
め
る
た
め
に
は
、

受
け
皿
と
な
る
事
業
所
の
専
門
性
向
上

が
不
可
欠
で
あ
る
。
支
援
の
質
的
向
上

や
虐
待
防
止
の
観
点
か
ら
も
発
達
障
害

支
援
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
養
成
に
期

待
を
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

③
支
援
区
分
認
定
に
つ
い
て

�

　
支
援
区
分
に
つ
い
て
は
、
厚
労
省
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
、
基
本
的
に
変
更
す

る
こ
と
を
見
込
ん
で
い
な
い
の
だ
が
、

市
町
村
の
判
断
で
生
じ
て
い
る
こ
と
も

認
識
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
今
後
、

質
の
高
い
支
援
に
よ
っ
て
行
動
改
善
が

み
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
質
の
高
い

支
援
に
対
す
る
評
価
基
準
を
設
け
た
い

と
考
え
て
い
る
。

④�

日
中
支
援
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
つ
い
て

�

　
地
域
生
活
支
援
拠
点
事
業
の
整
備
に

合
わ
せ
て
日
中
支
援
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
等
で
も
緊
急
に
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を

受
け
い
れ
る
整
備
を
す
す
め
る
た
め
に

は
、
体
験
利
用
な
ど
を
含
め
て
全
自
者

協
の
有
す
る
実
績
報
告
を
し
て
ほ
し
い

と
考
え
て
い
る
。
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社
会
福
祉
法
人
菜
の
花
会
は
、
成
田

空
港
か
ら
ほ
ど
近
く
の
さ
つ
ま
い
も
畑
が

広
が
る
地
域
の
中
に
あ
る
、
指
定
障
害
者

支
援
施
設
し
も
ふ
さ
学
園
を
中
心
に
、
通

所
施
設
３
事
業
所
、
放
課
後
等
児
童
デ
ィ

サ
ー
ビ
ス
事
業
、
相
談
支
援
事
業
等
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
よ
り
千
葉
県

発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
C
A
S
の

委
託
も
受
け
、
様
々
な
地
域
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
に
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
今
回
ご
紹
介
す
る
２
軒
の

G
H
を
含
む
、
菜
の
花
ホ
ー
ム
ズ
と
し
て

９
軒
、
39
名
の
方
々
の
地
域
生
活
を
支
え

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
手
厚
い
支
援
が

必
要
な
方
々
に
こ
そ
、
G
H
で
の
支
援

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、「
ま
な
む
す
め

ホ
ー
ム
」（
現
員；

女
性
５
名
）、「
メ
ゾ
ン　

ド
ゥ　

コ
ル
ザ
」（
現
員；

男
性
４
名
）
を

強
度
行
動
障
害
の
方
々
に
特
化
し
た
形
で

の
G
H
と
し
て
、
利
用
者
さ
ん
の
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
ま
な
む
す
め
ホ
ー
ム
」
は
、
平
成
25

年
度
か
ら
千
葉
県
の
事
業
と
し
て
行
わ
れ

た
「
強
度
行
動
障
害
の
あ
る
方
へ
の
支
援

体
制
構
築
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
強
度

行
動
障
害
の
方
を
G
H
で
支
え
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
進
み
ま
し
た
。
当
時
、
入
所

施
設
し
も
ふ
さ
学
園
の
女
性
棟
に
は
９
名

の
方
々
が
生
活
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ

の
う
ち
６
名
が
強
度
行
動
障
害
の
判
定
を

『
人
』
が
『
主
』
人
公
に
な
る

住
ま
い
を
め
ざ
し
て

～
強
度
行
動
障
害
の
方
が

利
用
す
る
Ｇ
Ｈ
～

受
け
て
お
り
、
日
々
の
生
活
を
何
と
か
無

事
に
過
ご
す
こ
と
が
精
一
杯
。
新
た
な
ユ

ニ
ッ
ト
を
設
け
、
よ
り
個
別
化
さ
れ
た
快

適
な
生
活
空
間
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
モ
デ
ル
事
業
に
い
ち
早
く
参
画

し
、
当
時
４
名
の
利
用
者
さ
ん
の
地
域
生

活
へ
と
踏
み
出
し
て
い
た
だ
く
た
め
準
備

が
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。
新
た
な
G
H

の
生
活
空
間
の
工
夫
に
つ
い
て
は
、
利
用

者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
住
ま
い

を
追
求
す
る
こ
と
で
形
に
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。
平
成
15
年
か
ら
、
徹
底
的
に
自
閉

症
支
援
に
特
化
し
た
形
で
個
々
の
配
慮
を

行
っ
て
い
た
入
所
施
設
の
サ
テ
ラ
イ
ト
型

で
あ
る
西
館
で
の
成
果
を
も
と
に
、
実
際

に
入
所
施
設
で
利
用
者
さ
ん
を
支
援
し
て

い
る
職
員
か
ら
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
設

計
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
障
害
特
性
の
配

慮
に
つ
い
て
、
全
国
の
先
進
的
な
取
り
組

み
を
見
聞
し
た
中
で
、
そ
れ
を
加
え
、
平

成
26
年
４
月
オ
ー
プ
ン
の
時
を
迎
え
ま
し

た
。

まなむすめホーム全景

ま
ず
、
ま
な
む
す
め
ホ
ー
ム
の
玄
関
を

入
っ
て
み
な
さ
ん
の
目
に
飛
び
込
ん
で
く

る
の
は
、
床
下
を
泳
ぐ
錦
鯉
で
す
。
菜
の

花
会
で
は
、
す
べ
て
の
生
活
場
面
で
家
庭

的
な
雰
囲
気
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
が
、

利
用
者
さ
ん
た
ち
に
と
っ
て
庭
と
は
、
リ

ラ
ッ
ク
ス
ス
ペ
ー
ス
と
は
…
と
考
え
ら
れ

た
の
が
錦
鯉
で
す
。
当
時
、
皆
さ
ん
が
入

所
施
設
で
生
活
し
て
い
る
様
子
を
見
て
、

室
内
か
ら
で
も
庭
を
感
じ
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
ま
し
た
。

各
居
室
ス
ペ
ー
ス
は
４
者
４
様
、
そ
れ

ぞ
れ
に
合
わ
せ
た
環
境
を
整
え
ま
し
た
。

各
居
室
は
起
き
て
活
動
す
る
ス
ペ
ー
ス
と

寝
室
の
贅
沢
に
も
２
室
。
休
日
等
を
一
日

ベ
ッ
ド
で
過
ご
し
昼
夜
逆
転
と
な
ら
な
い

配
慮
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
頭
部
を
壁

に
打
ち
付
け
る
自
傷
の
あ
る
方
に
は
ク
ッ

シ
ョ
ン
性
の
あ
る
柔
ら
か
な
壁
を
、
逆
に

興
奮
す
る
と
破
損
行
為
に
至
っ
て
し
ま
う

方
に
は
、
頑
丈
な
壁
を
し
つ
ら
え
て
い
ま

す
。
他
の
方
か
ら
の
視
線
が
気
に
な
っ
て

し
ま
う
方
に
は
、
そ
の
方
専
用
の
玄
関
で

出
入
り
し
、
ト
イ
レ
・
お
風
呂
・
洗
面
台

も
備
え
た
ワ
ン
ル
ー
ム
タ
イ
プ
の
お
部
屋

と
し
ま
し
た
。

床下を泳ぐ錦鯉

職
員
の
ア
イ
デ
ィ
ア
と
し
て
取
り
入
れ

て
い
た
だ
い
た
の
は
、
利
用
者
さ
ん
の
一

番
の
楽
し
み
で
あ
る
食
べ
る
こ
と
に
つ
い

て
。「
一
緒
に
調
理
や
ス
ウ
ィ
ー
ツ
づ
く

り
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
欲
し
い
。
ま
た
、

食
事
が
終
わ
っ
た
ら
、
キ
ッ
チ
ン
を
気
に

し
な
い
で
済
む
よ
う
な
構
造
が
欲
し
い
。」

と
い
う
意
見
で
し
た
。
キ
ッ
チ
ン
は
６
帖

と
贅
沢
に
。
も
ち
ろ
ん
I
H
で
利
用
者
さ

ん
の
安
全
面
に
も
配
慮
し
ま
し
た
。
ま
た
、

カ
ウ
ン
タ
ー
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
設
け
、
食

事
が
終
わ
る
と
そ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
閉
め

る
こ
と
が
で
き
、
食
事
の
こ
と
を
気
に
せ

ず
次
の
日
課
に
移
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
新
生
活
を
始
め
た
中
で
、
驚
き

の
変
化
が
あ
っ
た
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
A
さ
ん
は
入
所
施
設
で
生
活
さ
れ

て
い
る
際
に
は
、
２
階
の
居
室
の
窓
か
ら

あ
ら
ゆ
る
も
の
を
投
げ
捨
て
て
し
ま
う
方

で
し
た
。
あ
る
時
に
は
網
戸
も
、
テ
レ
ビ

も
、
衣
類
も
。
当
時
出
勤
し
た
職
員
は
ま

ず
、
A
さ
ん
の
衣
類
を
屋
根
か
ら
拾
う 余暇スペースと寝室を分けてリラックス
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こ
と
が
日
課
と
な
る
ほ
ど
で
し
た
。
し
か

し
、
G
H
の
居
室
づ
く
り
を
し
て
い
た
時

の
こ
と
、
利
用
者
さ
ん
ら
し
く
居
室
を
彩

る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
親
御
さ
ん
と
相

談
。「
小
さ
い
こ
ろ
、
な
ん
て
い
っ
た
か
し

ら
。
ミ
ニ
ュ
チ
ュ
ア
ハ
ウ
ス
の
あ
る
、
シ

ル
バ
ニ
ア
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
好
き
だ
っ
た
ん

で
す
。」
と
ご
意
見
を
伺
い
、
テ
レ
ビ
の
上

に
さ
り
げ
な
く
飾
っ
て
み
ま
し
た
。
職
員

は
み
な
、「
ボ
ン
ド
で
固
定
で
も
し
な
け

れ
ば
、
ま
た
ト
イ
レ
に
流
さ
れ
た
り
、
外

に
投
げ
ら
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
…
」
と
予

想
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
本
人
は
捨

て
た
り
投
げ
た
り
す
る
こ
と
は
無
く
、
お

部
屋
の
一
部
と
し
て
受
け
入
れ
、
時
折
人

形
を
手
に
取
っ
て
並
べ
直
す
な
ど
、
楽
し

く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
様
子
が
伺

え
ま
し
た
。
強
度
行
動
障
害
で
あ
る
か

ら
、
す
べ
て
が
刺
激
に
な
っ
て
し
ま
う
、

す
べ
て
が
気
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な

く
、
本
人
の
生
活
の
一
部
と
し
て
機
能
さ

え
す
れ
ば
、
本
人
の
生
活
は
彩
ら
れ
、
そ

の
人
ら
し
い
生
活
空
間
を
整
え
て
あ
げ
ら

れ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
そ
の
他
に

も
、
衣
類
の
管
理
を
自
分
で
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
方
、
自
分
の
居
室

を
自
分
で
掃
除
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
方
、
他
害
行
為
や
破
損
行
為

が
頻
発
し
て
い
た
方
が
徐
々
に
落
ち
着
い

て
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

等
、
大
き
な
変
化
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

生
活
を
小
さ
な
ユ
ニ
ッ
ト
に
す
る
こ
と

で
、
個
々
に
配
慮
し
た
生
活
空
間
を
整
え
、

十
分
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ
る

こ
と
、
個
別
的
な
対
応
が
行
う
こ
と
が
で

き
る
こ
と
、
生
活
の
流
れ
を
自
分
の
ペ
ー

ス
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
等
、
手

厚
い
支
援
を
実
現
し
、
一
人
ひ
と
り
が
落

ち
着
い
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
、
生
活

は
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
実
感
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

た
だ
、
計
画
に
１
年
、
生
活
し
は
じ
め

て
２
年
経
過
し
た
後
、
千
葉
県
の
運
営
費

補
助
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
た
こ
の
事
業

が
、
３
カ
年
の
有
期
限
の
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
全
県
的
な
事
業
と
し
て
発
展

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
悔
や

ま
れ
ま
す
。

女
性
の
方
々
で
支
援
展
開
が
で
き
る

の
で
あ
れ
ば
、
次
は
男
性
。
し
か
し
、
前

段
で
触
れ
た
よ
う
に
、
県
と
し
て
の
補
助

事
業
は
打
ち
切
り
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
県
立
施
設
を
利
用
さ
れ
て

い
る
方
々
の
中
で
、
強
度
行
動
障
害
を
お

持
ち
の
方
を
地
域
移
行
し
て
い
た
だ
く
た

め
の
県
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り
、
そ
の

事
業
に
加
わ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
県

立
施
設
か
ら
２
名
と
、
し
も
ふ
さ
学
園
を

利
用
さ
れ
て
い
た
方
２
名
で
新
た
な
G
H

「
メ
ゾ
ン　

ド
ゥ　

コ
ル
ザ
」
を
立
ち
上
げ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

「
メ
ゾ
ン　

ド
ゥ　

コ
ル
ザ
」
は
フ
ラ
ン

ス
語
。「
メ
ゾ
ン
」
は
「
家
」、「
コ
ル
ザ
」

は
「
菜
の
花
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、「
菜

の
花
の
家
」
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て

き
た
支
援
の
粋
を
集
め
て
、
手
厚
い
支
援

を
通
じ
て
、
利
用
者
さ
ん
に
落
ち
着
い
て

い
た
だ
こ
う
と
考
え
て
命
名
、
平
成
28
年

４
月
か
ら
支
援
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

男
性
の
G
H
と
女
性
の
G
H
で
の
大

き
な
違
い
は
、
一
人
ひ
と
り
の
生
活
ス

ペ
ー
ス
を
見
直
し
、
全
居
室
に
寝
室
・
リ

ビ
ン
グ
に
加
え
て
、
ト
イ
レ
と
洗
面
台
を

設
け
た
こ
と
で
す
。
な
ぜ
、
ト
イ
レ
が
そ

れ
ぞ
れ
の
居
室
に
必
要
に
な
っ
た
の
か
。

そ
れ
は
、
二
つ
の
理
由
が
あ
り
ま
す
。
一

つ
め
は
、
障
害
特
性
か
ら
ト
イ
レ
に
一
時

間
以
上
の
時
間
が
か
か
っ
た
り
、
他
の
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
排
泄
が
う
ま
く
で
き

な
い
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
生
活
す

る
方
々
が
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
生
活
を
す

る
た
め
に
は
、
自
分
の
ス
ペ
ー
ス
と
し
て メゾン　ドゥ　コルザ　全景

自分の好きなもので彩を

自
室
に
ト
イ
レ
が
あ
る
こ
と
が
、
欠
く
べ

か
ら
ざ
る
要
素
で
し
た
。
も
う
一
つ
は
共

同
生
活
を
す
る
際
に
、
意
図
的
に
ず
ら
す

こ
と
が
で
き
な
い
の
が
生
理
的
現
象
で
あ

る
排
泄
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
ま
な
む
す
め

ホ
ー
ム
で
は
、
個
室
で
あ
る
方
を
除
く
３

名
の
方
に
対
し
て
２
つ
の
ト
イ
レ
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
ト
イ
レ
を
結
ぶ
生
活
動

線
上
で
、
一
人
が
情
緒
を
崩
し
他
の
方
が

近
づ
け
な
い
状
況
に
な
っ
た
際
、
行
き
た

い
ト
イ
レ
を
我
慢
し
て
た
だ
く
と
い
う
こ

と
は
と
て
も
難
し
い
こ
と
で
し
た
。
入
浴

や
食
事
の
場
面
は
、
時
間
を
ず
ら
し
な
が

ら
、
個
別
の
時
間
を
設
け
る
こ
と
が
可
能

で
あ
っ
た
の
で
す
が
、
ト
イ
レ
の
場
面
だ

け
は
、
ず
ら
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か

ら
で
す
。
そ
の
他
の
工
夫
と
し
て
、
ま
な

む
す
め
ホ
ー
ム
の
錦
鯉
に
対
抗
し
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
入
居
さ
れ
る
皆
さ

ん
は
、
お
風
呂
が
大
好
き
だ
っ
た
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
、
広
い
内
湯
に
加
え
、
と

あ
る
伊
豆
の
高
級
温
泉
宿
と
同
じ
湯
舟
で

お
風
呂
が
楽
し
め
る
、
露
天
風
呂
を
設
け
、全居室に、トイレと洗面台
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夏
の
期
間
中
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

４
人
の
生
活
が
始
ま
っ
て
約
３
年
が

経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
、
様
々
な
支
援
の
取
り
組
み
が
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
ど
う
し
て
も
夕
食

後
か
ら
就
寝
ま
で
の
時
間
を
、
居
室
で
落

ち
着
い
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ず
、
ド
ア

を
叩
い
た
り
、
衣
類
を
破
損
さ
せ
て
し
ま

う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ケ
ー
ス
会

議
で
議
論
が
重
ね
ら
れ
、
本
人
が
意
欲
的

に
楽
し
ん
で
過
ご
せ
る
活
動
と
し
て
、
夜

に
散
歩
し
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
片
道
1.3
㎞
離
れ
た
自
動
販
売
機
ま

で
毎
日
、
職
員
と
と
も
に
缶
飲
料
を
買
い

に
出
か
け
て
い
ま
す
。
月
の
出
て
い
る
気

持
ち
の
よ
い
秋
の
夜
長
か
ら
、
空
気
が
ピ

ン
と
張
り
詰
め
る
寒
さ
厳
し
い
冬
に
な
っ

て
も
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
人
が
一
番

落
ち
着
い
て
過
ご
す
時
間
を
追
求
し
、
利

用
者
さ
ん
と
一
緒
の
時
間
を
過
ご
す
こ
と

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
手
厚
い
支
援
が

必
要
な
方
々
と
生
活
を
と
も
に
す
る
こ
と

は
、
利
用
者
さ
ん
と
職
員
が
一
緒
に
時
間

を
積
み
重
ね
る
こ
と
な
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
て
い
ま
す
。

『
住
』
と
い
う
字
は
、『
人
』
が
『
主
』

人
公
と
表
し
ま
す
。
G
H
で
の
生
活
は
、

ど
の
よ
う
な
方
で
も
、
職
員
の
大
切
な
想

い
が
形
に
な
っ
た
支
援
と
、
そ
の
方
が
主

人
公
に
な
る
た
め
の
配
慮
を
備
え
た
住
ま

い
づ
く
り
が
大
切
で
す
。
利
用
さ
れ
る

方
々
が
、
自
分
の
居
場
所
と
し
て
安
心
で

き
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
支
援
の
模
索

が
続
き
ま
す
。

文
責
：
藤
﨑　

進

2019 年度　発達障害支援スーパーバイザー養成研修
開催要項

　本研修は、日本財団の助成が終了し本協会単独の主催となったことを機に、昨年一年間を準備に当て、運
営体制、研修内容等の見直しを図りました。今年度、研修を再開するにあたり、以下に要項をお知らせします。

【目　的】
発達障害児・者への支援を行う発達障害者支援センター、自閉症関係施設職員及び発達障害児・者の医療、

保健、福祉、教育、労働の各分野の実務に携り、一定程度の実務経験を有する方を対象に、第一人者によ
る講義と全日本自閉症支援者協会加盟施設での実務研修、事例検討会等を通して、福祉施設はもとより関
係機関・団体及び地域の核となるスーパーバイザーを養成します。

【主　催】
全日本自閉症支援者協会

【事務局】
発達障害支援スーパーバイザー養成研修特定事務局 （社会福祉法人嬉泉内）

【研修概要】
発達障害支援スーパーバイザー養成研修は、3 コース、1 認定審査で構成されています。

（1）ベーシックコース
対　象
○要件（いずれか）

・知的・発達障害支援施設、学校・医療機関等での直接支援経験が 3 ～ 5 年程度の方
・発達障害児者の医療、保健、福祉、教育、労働の実務に携り、3 年以上の実務経験を有する方
研修形式
座学 （集合研修） ＋実務研修 （全自者協加盟施設での実習）　※いずれもレポートあり
内容・日程
・集合研修（2 日／ 10 講義）

自閉スペクトラム症を中心にした発達障害児者への支援の基本的な知識・理念・技術
研修会日 研修内容 講　　師

7 月 13 日（土）

挨拶	 9：30 〜 9：40
『発達障害支援の基礎①』〜医療とアセスメント〜
	 9：40 〜 11：30

大正大学
内山　登紀夫　氏

昼休憩	 11：30 〜 12：30
『発達障害支援の基礎②』〜受容的交流〜
	 12：30 〜 13：30

社会福祉法人嬉泉
沼倉　実　氏

『発達障害支援の基礎③』〜応用行動分析〜
	 13：30 〜 15：00

鳥取大学大学院医学系研究科
井上　雅彦　氏

『発達障害支援の基礎④』〜 TEACCH 〜
	 15：00：〜 16：30

川崎医療福祉大学
諏訪　敏明　氏

終了（事務連絡）
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7 月 14 日（日）

開講式	 9：40 〜 10：00
『発達障害支援スーパーバイザー養成の意義①』
行政から
	 10：00 〜 11：00

厚生労働省発達障害対策専門官
加藤　永歳　氏

『発達障害支援スーパーバイザー養成の意義②』
当事者から
	 11：00 〜 12：00

NPO 法人 DDAC 代表
広野　ゆい　氏

昼休憩	 12：00 〜 13：00
『発達障害支援
スーパーバイザー養成の意義③』施設支援現場から
	 13：00 〜 14：00

全日本自閉症支援者協会
石井　啓　氏

『発達障害支援スーパーバイザー養成の意義④』
家族から
	 14：00 〜 15：00

日本自閉症協会
今井　忠　氏

『発達障害支援スーパーバイザー養成の意義⑤』
地域支援現場（発達障害者支援センターの立場）から
	 15：00 〜 16：00

全日本自閉症支援者協会
五十嵐　猛　氏

閉会（事務連絡）
※タイトル、講義内容は案です。

・実務研修（5 日／ 1 回以上複数回受講可）
　�臨床実習を主体としたカリキュラムの中で自閉スペクトラム症を中心にした発達障害児者の特性や支援

の困難さ、接し方・関わり方の基本についての実践研修

実務研修カリキュラム（例）

月
曜
日

13：00 〜
受付

14：00　　　○オリエンテ―ション
〜 17：00　　　施設概要説明・見学

　実務研修説明
　研修計画確認

火
曜
日

9：00 〜
○オリエンテ―ション

9：30 〜
○臨床実習

活動支援

12：00 〜

食事支援

13：00
休憩

14：00 〜
○臨床実習

作業支援

17：00 〜
振り返り

水
曜
日

9：00 〜
○オリエンテ―ション

9：30 〜
○臨床実習

作業支援

12：00 〜

食事支援

13：00
休憩

14：00 〜
○アセスメント・支援計画策定研修

支援会議　模擬アセスメント・立案

17：00 〜
振り返り

木
曜
日

7：00 〜
○オリエンテ―ション
○臨床実習

生活支援

11：00 〜
休憩

13：00 〜
○臨床実習
　余暇支援

15：00 〜
○スーパービジョン研修
支援会議　事例検討

懇親会等

金
曜
日

9：00 〜
○オリエンテ―ション
○臨床実習
　生活・活動支援

12：00 〜

生活支援

13：30　　　　 15：00
まとめ　考課
終了

会　場
・集合研修
　ワイム貸会議室・お茶の水　
　〒 101-0062　東京都千代田区神田駿河台 2-1-20　お茶の水ユニオンビル 4 階
・実務研修
　�初回の実務研修は、原則、在勤施設等の所在地の属するブロック（北海道・東北、関東、北信越、東海、

近畿、中 国・四国・九州）内の全自者協加盟施設（現在調整中）

（2）アドバンスコース
対　象
○要件：本研修ベーシックコース修了



（ 9）	 全自者協ニュース	 2019年3月

研修形式
演習・座学（集合研修）＋事例検討（全自者協ブロック研修会内での事例検討）
※いずれもレポートあり
内容・日程
・集合研修（2 日／演習 2・実践報告 1）
　スーパービジョンやコンサルテーションを行う上での基礎的な知識や技能

研修会日 研修内容 講　　師

7 月 13 日（土）

開講式	 10：00 〜 10：30
『スーパービジョンの基礎技術①』
	 10：30 〜 12：00

日本相談支援員協会
菊本　圭一　氏

休憩	 12：00 〜 13：00
『スーパービジョンの基礎技術①』
	 13：00 〜 16：30

日本相談支援員協会
菊本　圭一　氏

7 月 14 日（日）

『スーパービジョンの基礎技術②』
〜事例検討会の進め方　PCAGIP 〜
	 10：00 〜 12：00

大正大学
玉井　邦夫　氏

休憩	 12：00 〜 13：00
『スーパービジョンの基礎技術②』
〜事例検討会の進め方　PCAGIP 〜
	 13：00 〜 15：00

大正大学
玉井　邦夫　氏

休憩	 15：00 〜 15：10
事例報告

『地域支援におけるスーパービジョン』
	 15：10 〜 16：30

発達障害情報・支援センター
加藤　潔　氏

閉会（事務連絡）
※タイトル、講義内容は案です。

・事例検討会（1 回以上、期日、会場は未定）
　PCAGIP による発達障害支援およびスーパービジョン・コンサルテーションの事例検討
会　場
・集合研修
　�ワイム貸会議室・お茶の水　〒 101-0062　東京都千代田区神田駿河台 2-1-20　お茶の水ユニオンビル 4 階
・事例検討会
　未定

（3）マスターコース
対　象
○要件 
　・本研修アドバンスコースの修了
形　式
　下記の各種実践・実地研修受講、実践発表他から 2 つ以上の実績を積む
内　容
・国が主催する発達障害関連の研修（発達障害者地域支援推進事業における実地研修等）
・困難事例に対して先進的な取り組みを行っている医療・教育・労働等の機関での実地研修
・福祉・教育・医療等の専門機関で行われる発達障害支援に関する研修会等で講師を務める
・�全日本自閉症支援者協会、日本自閉症スペクトラム学会、日本自閉症協会、発達障害者支援センター、

全国連
　絡協議会等の研究大会、発達障害関連の学会等で実践発表をする
※実績となる研修会や発表は特定事務局まで問い合わせ下さい。

（4）資格審査認定
対　象
・本研修マスターコース修了者
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審査要件
・上記に示したマスターコースでの実績を満たしていること
審査形式
・資格認定検討委員会による書類審査（実績報告書）・口頭試問
認定形式
・全自者協スーパーバイザー養成研修運営委員会の承認を経て認定

【募集人員】
（1）ベーシックコース：50 名 / 年（先着順：年度ごと、定員になり次第締め切らせて頂きます。）
　・集合研修・実務研修を同年度に受講できることを原則とします。
　・研修受講者は、レポート提出課題があります。
　※集合研修（部分）は一般公開講座となります。（別途定員：100 名程度）

（2）アドバンスコース：50 名 / 年
　・ベーシックコース終了が必須です。
　・全自者協ブロック研修会での事例検討会への出席が必須です。日程はブロックごとに決まります。

（3）マスターコース：定員は定めず、応募に応じて
（4）資格認定：年 1 回　定員は定めず応募に応じて検討

【受講費用】
< ベーシックコース >
　集合研修：20,000 円（公開講座のみ：5,000 円）　　実務研修：20,000 円 / 回
　※実務研修には、別途食費・宿泊代等の実費がかかります。
< アドバンスコース >
　集合研修：20,000 円　　事例検討会：5,000 円 / 回
　＊資格認定に関しては、別途審査料等がかかります。（未定）

【問い合わせ先】
全日本自閉症支援者協会　発達障害支援スーパーバイザー養成研修　特定事務局
石井　啓　　北川　裕（担当）
TEL  03-3426-2323
〒 156-0055　東京都世田谷区船橋 1-30-9　社会福祉法人嬉泉　子どもの生活研究所内

一般社団法人全日本自閉症支援者協会 
 

発達障害支援スーパーバイザー養成研修  

研修の流れと自己研鑚の関係 （イメージ図） 

 

ベーシックコース・座学                 ベーシックコース・実務研修 

 

 

 

 

 

所属施設等での支援実践 

  

 

 

      

アドバンスコース・演習 

 

 

     アドバンスコース・事例検討会                            所属施設での支援実践・SV 実践 

                                                        所属施設外での SV・コンサルテーションの実践 

 

 

 

 

        

 

  

                                                         

         マスターコース                                      発達障害関連研修 

 

所属施設外の研修会・研究会学会等での実践発表 

 

 

               

             

資格認定 

 

 

※ 本研修は、受講者が講義や演習、実務研修で学んだことを、それぞれ所属している支援の現場等に持ち帰り、実

践し、研鑚していくことを前提にしています。 

発達障害支援の基礎知識（学習） 支援技能の実践研修 

スーパービジョンの技能演習	  

発達障害支援の実践力

座学 

スーパービジョンの体験学習

（バイジーとして） 

発達障害支援実践力の研鑽	  

スーパービジョン力の研鑽 

発達障害支援の実践力

座学 

スーパービジョンの実践

力 ry九日 jyン¥¥¥¥¥発

達障害支援の実践力座学 

発達障害支援スーパーバイザー

¥¥¥¥¥発達障害支援の実践力

座学 

発達障害支援実践力の研鑽	  

実践の積み重ね 

実践の積み重ね 

研鑚の積み重ね 
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セサミストリートには、多様性豊かなキャラクター
がたくさん登場します。オレンジ色の髪をした女の
子「ジュリア」は、自閉症の特性があるキャラクター
です。
www.sesamestreetjapan.org/diversity

Sesame Street® and related characters, trademarks and design elements are owned and licensed by Sesame Workshop.  ©2018 Sesame Workshop. All rights reserved.

みんなたいせつ　みんなのこせい

みんな
ともだち

毎年

は
4 2

国 連 の 定 め た

世界自閉症啓発デー
※国連が定める啓発デーには、3月21日の「世界ダウン症の日」もあります。

応援メッセージ
募集しています

を
日本各地で啓発イベントが行われます。詳しくは公式サイトへ
世界自閉症啓発デー 日本実行委員会公式サイト  
http://www.worldautismawarenessday.jp/

啓 発 デ ー

#世界自閉症啓発デー

主
催

共
催

厚生労働省（発達障害情報・支援センター）
一般社団法人日本自閉症協会

文部科学省　国立特別支援教育総合研究所　全日本自閉症支援者協会　日本自閉症スペクトラム学会　
日本発達障害ネットワーク　発達障害者支援センター全国連絡協議会　全国情緒障害教育研究会　
全国児童発達支援協議会　自閉症児者を家族にもつ医師・歯科医師の会　 国立重度知的障害者総合施設のぞみの園 

お問い合わせ先 一般社団法人日本自閉症協会 Tel.03-3545-3380 Fax.03-3545-3381 asj@autism.or.jp

発達障害啓発週間  4月2日〜8日
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自閉症スペクトラムのための総合保障のご案内

自転車事故で法律上の損害賠償責任を

負った場合も対象になります！

●年間加入掛金 （保障期間は、毎年4月1日から1年間）

皆様にはご健勝にてお過ごしの事とお慶び申し上げます。ASJ保険および「自
閉症スペクトラムのための総合保障」は保険業移行5年となり、おかげさまで加入
者数も昨年末で約6,380名と順調に増えております。今後も皆様の声を大切に健
全な運営をしてまいりますので、引き続きよろしくお願い致します。

一般社団法人 日本自閉症協会 ＡＳＪ保険事務局
〒104-0044 東京都中央区明石町6-22 築地ニッコンビル6F

ＴＥＬ：03-5565-2020   FAX：03-5565-202 E-Ｍail：asj-hoken@autism.or.jp
営業日 ： 月～金 （ 土・日・祝・祭日除く ） 10:00～16:00

お問い合わせ・お申込み フリーダイヤル 0120-880-819

2019年度「自閉症スペクトラムのための総合保障」
☆新規加入のご案内☆

会員種別 年間掛金 内訳

●加入プラン Ａ 正会員

日本自閉症協会正会員（加盟団体）の構成個人会員 15,900 円

ASJ保険料 6,100円
ＡＩＧ損保保険料 9,300円
年会費 500円

●加入プラン Ｂ 自助会員

（上記A以外の方は申し込みにて自助会員となります）
16,400 円

ASJ保険料 6,100円
ＡＩＧ損保保険料 9,300円

年会費 1,000円

【ＡＳＪ保険】

●入院保障金 １会計年度30日まで

・付添介護費用 １日 8,000円
（必要と認められた1日6時間以上の付添いが対象）

・差額ベッド費用 １日 5,000円

・入院臨時費用 １入院 5,000円

・入院諸費用 １日 1,000円

●死亡弔慰金 50,000円

（死亡弔慰金の受取人は法定相続人となります）

※入院保障のみ3ヶ月の補償除外期間があります

【ＡＩＧ損害保険】

●本人の傷害（ケガ）の補償
・入院 （730日まで） １日 3,000円
・手術 （１事故あたり１回まで） 3万円～1.5万円
・通院 （90日まで） １日 1,500円
●死亡保険金 244万円

（受取人は法定相続人となります）
●後遺障害保険金（障害の程度に応じて）

244万円～8.96万円
●他人への損害賠償（対人・対物）
・1事故支払限度額 最高1億円まで補償

◆保障内容（概要）

◆年間加入掛金
（保障期間は毎年4月1日から1年間、年度ごとに更新となります。）

★詳細についてはパンフレットをご覧下さい★

病気での入院保障、ケガでの入院・通院補償、個人賠償責任補償がセットになっています。

自転車事故で法律上の損害賠償責任を

負った場合も対象になります！

詳細はお問い合わせください。パンフレット等お送り致します。


